
令和３年度　　東京都計画に関する

　 事後評価

令和７年１月

東京都



個票　１

総事業費（単位：千円） 3,164千円

事業の有効性・効率性

（事業終了後1 年以内のアウトカム指標（令和６年４月１日現在））
本補助事業を活用した施設数：１施設

（１）事業の有効性：
民間病院向け補助事業の対象から外れる公的医療機関を対象とすることで、公的医療機
関が提供する都内のリハビリテーション医療の体制の確保について、良質かつ適切な医
療を有効に提供する体制の確保に寄与することができたと考える。

（２）事業の効率性：
医学的リハビリテーション施設として必要な機器の整備費用を補助することで、都内の当
該施設における良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保に寄与することが
できたと考える。

その他

事業の内容

医学的リハビリテーション施設として必要な機能訓練棟及び診療棟の新築、増改築に要
する工事費又は工事請負費並びに医療機器の備品購入費の補助

アウトプット指標（当初の目標値）

令和５年度補助対象件数（設備整備）　１施設（日本赤十字社医療センター）

アウトプット指標（達成値）

令和５年度補助対象件数（設備整備）　１施設（日本赤十字社医療センター）

事業の期間
令和5年4月1日～令和6年3月31日

　　　　　　　　　　　　／

事業名 医学的リハビリテーション施設設備整備事業

事業の区分 １－１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業

事業の対象となる区域 東京都全域

事業の実施主体 公的病院

背景にある医療・介護ニーズ

脳血管疾患などの機能障害を伴う生活習慣病、高齢者疾患の増加から、医学的リハビリ
テーションの必要性が高まっており、都内の医学的リハビリテーション施設の施設整備、
設備整備に要する経費の一部を助成することにより、医学的リハビリテーションを提供す
る体制の確保を図る。
アウトカム指標： 地域医療構想に基づく令和７年の必要病床数
（高度急性期：15,888床、急性期：42,275床、回復期：34,628床、慢性期：20,973床）

継続 終了継続 終了


